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豪雨による畜産被害 

災害時の家畜衛生技術対策を適切に 

 
 ７月 10 日夜から翌 11 日朝にかけ岡山県下は大雨

に見舞われ、とくに県北部地方はひどく、河川のは

んらんで孤立地域も出た。また道路決潰が多く、加

えて橋の流失等で交通がとだえた関係で被害が更に

大きくなっている。 

７月 16 日現在の被害状況 

 畜産業関係について県がまとめた結果を見ると、

特に被害の大きかった地区は勝田郡勝田町梶並地区、

英田郡大原町、西粟倉村および東粟倉村である。 

▽勝田郡梶並地区では通常牛乳は日量 600 キログラ

ム鶏卵は５日毎に450～500キログラム出荷していた

が県道の決潰によりほとんど出荷できない状態とな

った。 

 また飼料の供給が県道の不通で輸送ができず、梶

並北部では鶏の飼料を鳥取県を経由して確保に努め

たほか、中南部では酪農組合が、県北部酪農協と緊

急対策会議を開き前後策を協議した。 

 自給飼料は、川沿いに採草地があり、約８ヘクタ

ールが流失し、このほか 20 ヘクタールの採草地が橋

梁の流失破損等により利用不能となった。 

▽大原町では、翌 12 日は交通が一部開通したためう

回しながら牛乳、鶏卵の出荷を進めているが大型タ

ンク車が通れないため輸送にやや困難を伴った。こ

のほか美作クーラーステーションが浸水したため２

等乳の発生がかなりあった。 

 飼料面では交通がある程度回復しているので問題

はないようである。 

 家畜の被害は、乳牛１頭、和牛２頭、鶏 700 羽が

流失またはへい死しており、畜舎の損壊は５戸とな

っている。 

▽東粟倉村では、通常牛乳日量 370 キログラム、鶏

卵 140 キログラムであるが、県道が完全に普通であ

るので搬出不能となった。 

 養豚、養鶏の飼料は、農協等の手持もほとんど底

をついたが、乳牛飼料は１ヵ月を購入した後であっ

たため、当分の間もちこたえられる模様である。 

 自給飼料は、地すべりによる流失、直接の流失等

かなりある模様であるが、十分な調査ができない現

況である。 

 畜舎は、流失、損壊が６戸、浸水 60 戸である。し

かし家畜は事前に救出しているので被害は出ていな

い模様である。 

▽西粟倉村でも、鶏卵、牛乳とも出荷不能となって

いたが、徐々に出荷の見通しが立ち、鶏卵は大原町

まで取りあえず出荷し、牛乳については北酪と話し

合いが決まり大原町まで出荷し、集乳車に連結でき

ることになった。飼料は農協手持ちの飼料に被害が

でなかったので、現在のところ、供給面で問題は生

じないが、在庫が７月16日までとなって心配された。

しかしその後の状況で兵庫県まわりで、受注できる

見通しが立った。 

 畜舎は、５棟流失、家畜については鶏が約 500 羽

鶏舎とともに流失した程度にとどまっている。 

 これら被害の対策については、県では特に衛生面

に留意し、家畜衛生車が現地を訪れ、家畜伝染病予

防のため畜舎等の消毒を実施している。 

 また、畜産物の出荷、販売については生産者団体

（牛乳は北酪、美作等関係酪農協、鶏卵は県経済連、

飼料は両者）に重点供給するよう畜産課において指

示を行なった。このほか、自給飼料流失等による被

害については、種子のあっせんがすぐにできるよう

手配している。 

 

災害時の家畜衛生対策はこうして 

 

 台風シーズンをひかえ今後の参考ともなると考え

られるので次に農林省でこのほど公表された家畜衛

生技術対策を掲げることとした。詳細の事項につい

ては関係の家畜保健衛生所に相談して家畜衛生に万

全を期することが望ましい。 
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